
車から公共交通への移行に
必要な経済的施策とは

～走行距離課税で地方ユーザーの負担は増えるのか？～
※会報112号投稿に一部追加

2023年7月30日　

クルマ社会を問い直す会　会員ミーティング 　
小島 啓（クルマ社会を問い直す会　世話人）

https://kuruma-toinaosu.org/wp-content/uploads/2023/06/kt112.pdf
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自己紹介：小島　啓

● 自動車メーカーで、エンジン、AT、ハイブリッドシステム等の研

究・開発に25年間従事　　　　　　　　　　　　

● 燃費向上が車依存を助長することや、車の原理的非効率性に

限界を感じ、49歳で早期退職

● 市民活動やブログ等で、社会問題についての解決策を発信中

こじま　　ひらく

燃費・排ガス試験（イメージ）

出典：スズキ（株）ホームページ

実走試験
出典：月刊ニューモデルマガジン X 2005年

https://zero-kangaeru.net/
https://www.suzuki.co.jp/corporate/research/mp4/adt.mp4
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車依存の問題点
● 毎年36万人以上の交通事故死傷者

● 公共交通の衰退による交通弱者増加（子供、高齢者、障害者、貧困者等）

● 多大なCO2・大気汚染物質・廃棄物の排出（生産、廃棄を含む）

● 渋滞・信号待ちによる経済損失、人生時間損失、QOL低下

● 道路や駐車場の整備・維持コスト増加、土地利用効率低下

● 都市の拡散による社会インフラコスト増加

● 都市中心部の衰退

● 運動不足や渋滞のストレスによる健康悪化　etc.

公共交通で改善



赤字公共交通の維持・活性化策

長年にわたり
全国各地で
様々な努力

衰退が加速現状は

● 利便性向上

● 広報活動

● 需要開拓（施設誘致、観光開発等）

● 経営多角化（物販、イベント等）

● コスト削減（効率化、サービス削減等）

● 資金援助（赤字補填、運賃補助等）

・・・



1964年
約4,000km

鉄道衰退の例：北海道（在来線）

出典：乗り物ニュース　50年前は4000kmあった北海道の鉄道、いまは
2500kmに　「維持困難」でさらに半減か

https://trafficnews.jp/post/59283
https://trafficnews.jp/post/59283


現状（予定含む）
2,138km※4（47％減）

鉄道衰退の例：北海道（在来線）

出典：乗り物ニュース　50年前は4000kmあった北海道の鉄道、いまは
2500kmに　「維持困難」でさらに半減かの図を加工

https://trafficnews.jp/post/59283
https://trafficnews.jp/post/59283


将来（黒字のみ）
1,229km※5（69％減）

鉄道衰退の例：北海道（在来線）

出典：乗り物ニュース　50年前は4000kmあった北海道の鉄道、いまは
2500kmに　「維持困難」でさらに半減かの図を加工

https://trafficnews.jp/post/59283
https://trafficnews.jp/post/59283
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なぜ私達は、
公共交通より車を選択するのか？



バス・路面電車が
優先でない

安い

車の方が
使用時費用が

なぜ車の方が

速い
なぜ

なぜ

要対策

要対策

会報110号投稿「公共
交通の改善案」参照

本発表

路線、運行本数が
少ない

悪循環

https://kuruma-toinaosu.org/wp-content/uploads/2023/01/kt110.pdf


JR幹線、@15km

車燃料費と鉄道運賃の比較

鉄道（運賃）

16.0円/km

https://www.jr-odekake.net/railroad/ticket/guide/normal_tickets/normal_fare03.html


鉄道（運賃）

16.0円/km

トヨタヤリス実燃費
：26.5km/L
ガソリン価格： 150円/L

車燃料費と鉄道運賃の比較

車（燃料費）

5.7円/km

約1／3

公共交通がいくら頑張っても無理

複数乗車、燃費向上、EV

バス、短距離、
大回り、乗り継ぎ

条件により
1／10以下

JR幹線、@15km

https://e-nenpi.com/enenpi/cartype/13892
https://www.jr-odekake.net/railroad/ticket/guide/normal_tickets/normal_fare03.html


なぜ公共交通より車の方が安いのか？



鉄道運賃推移

上昇し続けている
パート労働者やリモートワークなど

定期券不使用者も増えている?

2015年：100

出典：ITmedia ビジネスオンライン　定期代が上が
る!? 鉄道の“変動運賃制度”が検討開始、利用者負
担は　の図を加工

https://www.itmedia.co.jp/business/articles/2107/16/news028_2.html
https://www.itmedia.co.jp/business/articles/2107/16/news028_2.html
https://www.itmedia.co.jp/business/articles/2107/16/news028_2.html


過去40年間、同レベル

出典：カーライダー　ガソリン価格推移（1966年～2022年）と世界
情勢の動向　の図を加工

https://car-rider.jp/sell/%E3%82%AC%E3%82%BD%E3%83%AA%E3%83%B3%E4%BE%A1%E6%A0%BC%E6%8E%A8%E7%A7%BB/
https://car-rider.jp/sell/%E3%82%AC%E3%82%BD%E3%83%AA%E3%83%B3%E4%BE%A1%E6%A0%BC%E6%8E%A8%E7%A7%BB/


スターレット ヤリス

年

ヴィッツ

3.8倍

車の燃費推移

会報112号
記載の値は
誤記

トヨタ製小型車



燃費値：左軸

燃料消費率：右軸

スターレット ヤリス

73％減

ヴィッツ

年

会報112号
記載の値は
誤記

車の燃費推移
トヨタ製小型車



燃費値：左軸

燃料消費率：右軸

スターレット ヤリス

73％減

ヴィッツ

30年で燃料費が約1／4に

EVは

さらに減年

会報112号
記載の値は
誤記

車の燃費推移
トヨタ製小型車



鉄道（運賃）

16.0円/km

トヨタヤリス実燃費
：26.5km/L
ガソリン価格： 150円/L
鉄道運賃：240円/15km
保険：45歳、ブルー免許
証、本人限定、
20等級

車（燃料）

5.7円/km

現状

約1／3



鉄道（運賃）21.3円/km

トヨタヤリス実燃費
：26.5km/L
ガソリン価格： 150円/L
鉄道運賃：240円/15km
保険：45歳、ブルー免許
証、本人限定、
20等級

車（燃料）

14.0円/km
1.5倍

昔は車の方が大幅に高かった

車の燃費向上が、
公共交通衰退の主要因

1990年



車の維持には、
燃料費以外も掛かっているのでは？

購入、自動車税、重量税、自賠責保険、任意保険、整備、駐車場...

車使用を減らしても減らない

利便性のため、高くても保有

公共交通を使う動機にならない

保有してれば、安くて速い車を使う



目次
1. 自己紹介

2. 公共交通の現状

3. 車依存の理由

4. 車から公共交通へ移行させるには？

5. 地方の車ユーザーの費用試算

6. 最適な税制とは？

7. 自動車保険制度の改善案

8. その他の改善策

9. 懸念点

10. まとめ



車を上げるか、公共交通を下げるか

車と公共交通の使用時費用差の解消が必要



車使用時費用を上げる
燃料税、走行距離税、駐車料金  etc.

公共交通運賃を下げる
交通税 etc

メリット
● 公共交通が不便な地域でも 車抑制効果が高い（相乗り等）
● 車使用が少ない人の負担を減らせば、 理解を得やすい
● 燃費が良くなっても車使用抑制の動機が減少しない
● 公共交通が黒字化しやすくなり 、新設、改善が進む
● 都市がコンパクト化してインフラコストや CO2が減少
● 新型車への買い替えが進み 、死傷者・CO2・大気気汚染減少
● 車の低炭素技術開発が加速
● 駐車場割引・無料の禁止により 短距離走行時も車使用が減少

デメリット
● 車使用が多いユーザーの負担増、物価上昇
● 過疎地域が衰退
● 廃車増加によりCO2・廃棄物が増加

メリット
● 車を使用しない人（徒歩、自転車）も公共交

通を使用しやすくなる

デメリット
● 増税が必須で不使用者の 理解を得にくい
● 公共交通が不便な地域では 車利用の減少

に繋がらない
● 運賃を大幅に下げないと 車利用の減少に

繋がらない
● 公共交通の経営効率化やサービス向上、

新設が進みにくい

詳細は、会報108号　自動車の使用を減らす方策の提案（第2
報：各方策のメリット、デメリット整理）参照

https://kuruma-toinaosu.org/wp-content/uploads/2022/07/kt108.pdf


車使用時費用を上げる
燃料税、走行距離税、駐車料金  etc.

公共交通運賃を下げる
交通税 etc

メリット
● 公共交通が不便な地域でも 車抑制効果が高い（相乗り等）
● 車使用が少ない人の負担を減らせば、 理解を得やすい
● 燃費が良くなっても車使用抑制の動機が減少しない
● 公共交通が黒字化しやすくなり 、新設、改善が進む
● 都市がコンパクト化してインフラコストや CO2が減少
● 新型車への買い替えが進み 、死傷者・CO2・大気気汚染減少
● 車の低炭素技術開発が加速
● 駐車場割引・無料の禁止により 短距離走行時も車使用が減少

デメリット
● 車使用が多いユーザーの負担増、物価上昇
● 過疎地域が衰退
● 廃車増加によりCO2・廃棄物が増加

メリット
● 車を使用しない人（徒歩、自転車）も公共交

通を使用しやすくなる

デメリット
● 増税が必須で不使用者の 理解を得にくい
● 公共交通が不便な地域では 車利用の減少

に繋がらない
● 運賃を大幅に下げないと 車利用の減少に

繋がらない
● 公共交通の経営効率化やサービス向上、

新設が進みにくい

メリットが多い デメリットが多い

詳細は、会報108号　自動車の使用を減らす方策の提案（第2
報：各方策のメリット、デメリット整理）参照

車が使い放題に近いままで、
公共交通への税金投入は非効率

https://kuruma-toinaosu.org/wp-content/uploads/2022/07/kt108.pdf


車使用時費用を上げるには



単純に

● 燃料税を増税
● 走行距離税を追加

反対世論が大きく
実現困難

反対世論を
減らすには？

平均的な人の負担総額を増やさずに
定額部分を走行距離基準で従量化する

受益者・原因者負担
（公平になる）

多くの人の負担が
不変 or 減る



車（燃料）

5.7円/km

16.0円/km

車使用時費用（≒燃料費）

鉄道

約1／3
トヨタヤリス実燃費： 26.5km/L
ガソリン価格： 150円/L
鉄道運賃：240円/15km
保険：45歳、ブルー免許証、
本人限定、
20等級
重量税：免税



自動車税

燃料（全体の1/5）

鉄道

車（現状）

5.7円/km

16.0円/km

走行距離平均値：
6,017km※4

車の維持費

自賠責保険料

点検整備

任意保険料

自動車税

自賠責保険料

任意保険料

トヨタヤリス実燃費： 26.5km/L
ガソリン価格： 150円/L
鉄道運賃：240円/15km
保険：45歳、ブルー免許証、
本人限定、
20等級
重量税：免税

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000238.000001545.html#:~:text=%E7%94%B7%E5%A5%B3%E5%88%A5%E3%81%AB%E3%81%BF%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81%E5%B9%B4%E9%96%93,552km%E9%95%B7%E3%81%8F%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82&text=%E6%98%A8%E5%B9%B4%E3%81%AE%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3%81%A8,299km%E7%9F%AD%E3%81%8F%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82


自動車税

燃料（全体の1/5）

鉄道

車（現状）

5.7円/km

16.0円/km

走行距離平均値：
6,017km※4

車の維持費

自賠責保険料

点検整備

任意保険料払い
過ぎ

払わな
過ぎ

従量化すると

自動車税

自賠責保険料

任意保険料

トヨタヤリス実燃費： 26.5km/L
ガソリン価格： 150円/L
鉄道運賃：240円/15km
保険：45歳、ブルー免許証、
本人限定、
20等級
重量税：免税

車維持費の4/5が定額
→ほぼ定額使い放題

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000238.000001545.html#:~:text=%E7%94%B7%E5%A5%B3%E5%88%A5%E3%81%AB%E3%81%BF%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81%E5%B9%B4%E9%96%93,552km%E9%95%B7%E3%81%8F%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82&text=%E6%98%A8%E5%B9%B4%E3%81%AE%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3%81%A8,299km%E7%9F%AD%E3%81%8F%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82


自動車税

燃料（全体の1/5）

鉄道

車（現状）

5.7円/km

16.0円/km

走行距離平均値：
6,017km※4

車の維持費

自賠責保険料

点検整備

任意保険料

従量化すると

自動車税

自賠責保険料

任意保険料

トヨタヤリス実燃費： 26.5km/L
ガソリン価格： 150円/L
鉄道運賃：240円/15km
保険：45歳、ブルー免許証、
本人限定、
20等級
重量税：免税

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000238.000001545.html#:~:text=%E7%94%B7%E5%A5%B3%E5%88%A5%E3%81%AB%E3%81%BF%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81%E5%B9%B4%E9%96%93,552km%E9%95%B7%E3%81%8F%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82&text=%E6%98%A8%E5%B9%B4%E3%81%AE%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3%81%A8,299km%E7%9F%AD%E3%81%8F%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82


車
（従量化後）

24.3円/km

走行距離平均値：
6,017km※4

車維持費の定額部分を従量化

約1.5倍

鉄道

車（現状）

5.7円/km
燃料

自動車税

自賠責保険料

任意保険料

車1人乗りなら、鉄道が勝てる

点検整備

16.0円/km

トヨタヤリス実燃費： 26.5km/L
ガソリン価格： 150円/L
鉄道運賃：240円/15km
保険：45歳、ブルー免許証、
本人限定、
20等級
重量税：免税

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000238.000001545.html#:~:text=%E7%94%B7%E5%A5%B3%E5%88%A5%E3%81%AB%E3%81%BF%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81%E5%B9%B4%E9%96%93,552km%E9%95%B7%E3%81%8F%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82&text=%E6%98%A8%E5%B9%B4%E3%81%AE%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3%81%A8,299km%E7%9F%AD%E3%81%8F%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
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車
（従量化後）

地方では
増加走行距離平均値：

6,017km※4

車（現状）

都市部では
減少

地方ユーザーの負担増加が
最大の反対理由

車維持費の定額部分を従量化

トヨタヤリス実燃費
：26.5km/L
ガソリン価格： 150円/L
鉄道運賃：240円/15km
保険：45歳、ブルー免許
証、本人限定、
20等級
重量税：免税

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000238.000001545.html#:~:text=%E7%94%B7%E5%A5%B3%E5%88%A5%E3%81%AB%E3%81%BF%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81%E5%B9%B4%E9%96%93,552km%E9%95%B7%E3%81%8F%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82&text=%E6%98%A8%E5%B9%B4%E3%81%AE%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3%81%A8,299km%E7%9F%AD%E3%81%8F%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82


地方ユーザーの負担は
どの程度増えるのか？

地方と都市部のモデルケースで
総費用を試算



都道府県別の世帯あたり走行距離

最大：茨城県（10,000 km/年）

最小：東京（2,000 km/年）

出典：ENEOS　家庭の自家用車による
輸送需要の将来推計　の図に追記

https://www.esisyab.iis.u-tokyo.ac.jp/symposium/20210701/20210701-05.pdf
https://www.esisyab.iis.u-tokyo.ac.jp/symposium/20210701/20210701-05.pdf


茨城と東京の比較

差が縮小

※5

※4



茨城と東京の比較

試算条件

試算条件

※5

※4



試算条件

茨城 東京

現状 税・保険
従量化後

公共交通
に切替後

現状 税・保険
従量化後

車

㋐世帯当たり台数 台/世帯 2 1

㋑台当たり走行距離 km/年・台 6,231 ←30%減 4,444

㋒台当たり乗車人数 人/台 1.31※8

世帯当たり輸送人キロ
＝㋐×㋑×㋒

人・km/
年・世帯

㋓16,324 ㋔11,427 ㋔5,822

鉄道
世帯当たり輸送人キロ
＝㋓－㋔

人・km/
年・世帯

0 4,897 10,502

自宅駐車場代
円/月 0 20,000

（23区下限）※6

https://www.mlit.go.jp/common/001194564.pdf
http://parking.ima-drops.com/?p=457


試算結果

※4

※6

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000238.000001545.html#:~:text=%E7%94%B7%E5%A5%B3%E5%88%A5%E3%81%AB%E3%81%BF%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81%E5%B9%B4%E9%96%93,552km%E9%95%B7%E3%81%8F%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82&text=%E6%98%A8%E5%B9%B4%E3%81%AE%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3%81%A8,299km%E7%9F%AD%E3%81%8F%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
http://parking.ima-drops.com/?p=457


試算結果

※4

※6

増加率が小さい

東京の方が大幅に高い

公共交通切替で
安くなる

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000238.000001545.html#:~:text=%E7%94%B7%E5%A5%B3%E5%88%A5%E3%81%AB%E3%81%BF%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81%E5%B9%B4%E9%96%93,552km%E9%95%B7%E3%81%8F%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82&text=%E6%98%A8%E5%B9%B4%E3%81%AE%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3%81%A8,299km%E7%9F%AD%E3%81%8F%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
http://parking.ima-drops.com/?p=457


なぜ茨城の増加が少ない？

走行距離が大きい地域が多い

平均に
近い

都道府県別の世帯あたり走行距離

出典：ENEOS　家庭の自家用車による
輸送需要の将来推計

※4

https://www.esisyab.iis.u-tokyo.ac.jp/symposium/20210701/20210701-05.pdf
https://www.esisyab.iis.u-tokyo.ac.jp/symposium/20210701/20210701-05.pdf
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000238.000001545.html#:~:text=%E7%94%B7%E5%A5%B3%E5%88%A5%E3%81%AB%E3%81%BF%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81%E5%B9%B4%E9%96%93,552km%E9%95%B7%E3%81%8F%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82&text=%E6%98%A8%E5%B9%B4%E3%81%AE%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3%81%A8,299km%E7%9F%AD%E3%81%8F%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82


試算条件の影響
● 全国平均の走行距離※4には複数所有の使用頻度の低い車が反映されていない。商用車

も含まれない。

● 車両購入費は、保有台数と走行距離の多い世帯で大きい。

● 保有台数が少ない世帯は大型乗用車が、多い世帯では軽自動車比率が高い？　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

● 保有台数が少ない世帯は乗車人数が多い？

● 東京都心部の月極駐車場料金はもっと高い（5万円/月程度）※6。

● 公共交通運賃は、バス、乗り換え、経路等により高くなる。

● 東京都心部は施設の駐車場料金が有料の場合が多い。

● 都市部の方が通勤距離が長い？

都市部と地方の差がより開く可能性

都市部

都市部 地方

地方

都市部

都市部

都市部

都市部

地方

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000238.000001545.html#:~:text=%E7%94%B7%E5%A5%B3%E5%88%A5%E3%81%AB%E3%81%BF%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81%E5%B9%B4%E9%96%93,552km%E9%95%B7%E3%81%8F%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82&text=%E6%98%A8%E5%B9%B4%E3%81%AE%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3%81%A8,299km%E7%9F%AD%E3%81%8F%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
http://parking.ima-drops.com/?p=457
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自動車に対する税の目的・効果

社会への悪影響に対する

● 対策費用（社会的費用）の調達

● 使用抑制動機

影響度合いに応じた税額



車の問題点（悪影響）

● 交通事故

● 公共交通の衰退

● CO2・大気汚染物質・廃棄物の排出

● 渋滞・信号待ち

● 道路や駐車場の整備・維持コスト、土地利用効率低下

● 都市の拡散による社会インフラコスト

● 都市中心部の衰退

● 運動不足や渋滞のストレスによる健康悪化　etc.





走行距離が、
多くの悪影響事象に比例相関

その他因子は車種に依存



走行距離課税額算出案

税額 [ 円/年 ]　＝　走行距離 [ km/年 ]　✖　車種ごとの税率 [ 円/km・年 ]



走行距離の把握方法

様々な方法がある

海外で多数実績あり

車検時のオドメーター確
認も可能？

出典：野村総研　世界の走行課税制度・走行課金制度の
導入状況

https://www.paj.gr.jp/data/chairman/20181213_04.pdf
https://www.paj.gr.jp/data/chairman/20181213_04.pdf
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自動車税

燃料（全体の1/5）

鉄道

車（現状）

5.7円/km

16.0円/km

走行距離平均値：
60,17km

トヨタヤリス実燃費
：26.5km/L
ガソリン価格： 150円/L
鉄道運賃：240円/15km
保険：45歳、ブルー免許
証、本人限定、
20等級

車の維持費

自賠責保険料

点検整備

任意保険料 最大の割合



自動車保険の問題点

問題点 改善案

自賠責保険

（強制）

● 走行距離や車種によらず定額

● 無保険車

● 走行距離課税と統合？

自動車保険

（任意）

従量制に近い保険もあるが

● 走行距離が大きく減らないと　割引

にならない

1km毎算出の保険もあるが、

● 定額部分が大きい

● 通信端末・通信費用が必要

● 走行距離課従量制を基本に　　

（SDGs、CSR）

● 1kmごとの価格設定

● オドメーターの自己申告

車使用を促進

不公平

目標10：人や国の不平等をなくそう
目標11-2：弱い立場にある人びとが必要として
いることを特によく考え、公共の交通手段を広
げるなどして、すべての人が、交通手段を使え
るようにする

SDGsに反する？



現状の従量制に近い保険の例

出典：ソニー損保　自動車保険

大きく
減らないと

割引
されない

https://www.sonysonpo.co.jp/auto/rates/arts000.html


現状の1km毎に算出する保険の例

出典：あいおいニッセイ同和損保　タフ・つながるクルマの保険

https://www.aioinissaydowa.co.jp/personal/product/tough/tsunagaru/


現状の1km毎に算出する保険の例

出典：あいおいニッセイ同和損保　タフ・つながるクルマの保険

定額部分
が大きい

通信機器・費
用が必要

https://www.aioinissaydowa.co.jp/personal/product/tough/tsunagaru/


自動車保険の問題点

問題点 改善案

自賠責保険

（強制）

● 走行距離や車種によらず定額

● 無保険車

● 走行距離課税と統合？

自動車保険

（任意）

従量制保険もあるが

● 走行距離が大きく減らないと　割引

にならない

1km毎の保険もあるが、

● 定額部分が大きい

● 通信端末・通信費用が必要

● 走行距離課従量制を基本に　　

（SDGs、CSR）

● 1kmごとの価格設定

● オドメーターの自己申告



問題点 改善案

自賠責保険

（強制）

● 走行距離や車種によらず定額

● 無保険車

● 走行距離課税と統合？

自動車保険

（任意）

従量制保険もあるが

● 走行距離が大きく減らないと　割引

にならない

1km毎の保険もあるが、

● 定額部分が大きい

● 通信端末・通信費用が必要

● 全て1km毎の走行距離従量制に

● 定額部分を最小化

● オドメーター写真で自己申告？

自動車保険の改善案
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その他改善策

● 駐車場料金の割引・無料禁止

● 高速道路料金を走行距離課税に置き換えて統合



駐車場料金の割引・無料禁止

現状：ほとんどの施設で実質無料

● 駐車場建設・維持費を車ユーザーに不当利益供与、他の客も間接的に負担

● 道路渋滞を発生させ、他の交通を妨害

● 周辺の有料駐車場の営業を妨害

● CO2排出や事故死傷者、交通弱者を増やす車の使用を促進

● 上記はコンプライアンスやSDGsに反する

● 店舗間の回遊性を阻害

または駐車場不使用者への値引き義務化

レジ袋は有料化された！

商業施設、公共施設、会
社、etc.



高速道路料金を
走行距離課税に置き換えて統合

現状：高速道路が有料

一般道の交通量増加

● 事故増加（交差点、歩行者、自転車）

● 燃費悪化（加減速、停車）

● 時間損失（経済性、人生時間、QOL）

● 騒音増大（居住地に近接）



高速道路料金を
走行距離課税に置き換えて統合

現状：高速道路が有料

一般道の交通量増加

● 事故増加（交差点、歩行者、自転車）

● 燃費悪化（加減速、停車）

● 時間損失（経済性、人生時間、QOL）

● 騒音増大（居住地に近接）

走行距離課税に置き換え

一般道使用時の費用増加

短距離公共交通利用者増加

改善

無料

減少

長距離貨物運賃への影響少
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懸念点（走行距離課税への反対意見）

● 地方では、車の代替となる公共交通が無い。

● 現状で税負担や高速道路料金が高いので、増税は困難。

● 公共交通や輸送運賃が上昇し、業界や消費者が困る。

● EV普及の妨げとなる。

● 自動車業界が反対する。



● 地方では、車の代替となる公共交通が無い

車費用を
従量化

公共交通の
採算が
取れる

路線・
運行本数の

拡充

時間が掛かる

段階的な移行

設備投資に対する行政の補助

対策



● 現状で税負担や高速道路料金が高いので、増税は困難

● 走行距離課税に置き換えれば、

負担は不変（既出）

● 発端はEVの燃料税徴収不可の対応

● 多くのエンジン車は同等 or 減税になる



● 公共交通や貨物輸送運賃が上昇し、業界や消費者が困る

● 全体としては増税ではない

● 多くの車ユーザーは減税

● 効率化や鉄道への転換が進む

● 税率を下げる（公共性項）

● 運賃の公的補助も必要



● EV普及の妨げとなる

メリット デメリット

● 車走行に伴うCO2が減る（再エネ発電で

あれば）

● 公共交通が衰退する

● 自転車・徒歩が減り、電力需要増

● 火力発電ではCO2が減らない

● 車製造、廃棄に伴うCO2が増える

使用時費用を安くしてEVを普及させる

現状：電気代はガソリン代の10～50％減※7

https://response.jp/article/img/2021/11/10/351231/1688247.html


● EV普及の妨げとなる

メリット デメリット

● 車走行に伴うCO2が減る（再エネ発電で

あれば）

● 公共交通が衰退する

● 自転車・徒歩が減り、電力需要増

● 火力発電ではCO2が減らない

● 車製造、廃棄に伴うCO2が増える

使用時費用を安くしてEVを普及させる

デメリットが大

炭素税を高くして（他の税を置き換えて）

全ての化石燃料由来製品の価格を上げる

CO2削減には

現状：電気代はガソリン代の10～50％減※7

各自が最適な

低炭素手段を選択

https://response.jp/article/img/2021/11/10/351231/1688247.html


● 自動車業界が反対する（1/2）

CO2規制（企業平均）

自動車メーカーにおける最大の課題

低燃費車を多く売りたい

燃料費が安い

高コスト

売れない

規制をクリアできない

元が取れない



● 自動車業界が反対する（1/2）

CO2規制（企業平均）

自動車メーカーにおける最大の課題

低燃費車を多く売りたい

燃料費が安い

高コスト

売れない

規制をクリアできない

走行
距離
課税

燃費悪＆多走行車：
増税大きい

低燃費車に買い替える

CO2規制をクリアできる

元が取れない

自動車メーカーに
メリット①

低燃費車の
販売割合が増える

安全性が高い新車が増える



● 自動車業界が反対する（2/2）

普段は
乗車2人以下

多くの車ユーザーの悩み

低燃費の
小型車

たまに
多人数・遠出

大型車のみを保有・使用

燃料費負担が大きい

定員の多い
大型車

2台保有は維持費負担大



● 自動車業界が反対する（2/2）

普段は
乗車2人以下

多くの車ユーザーの悩み

低燃費の
小型車

たまに
多人数・遠出

大型車のみを保有・使用

燃料費負担が大きい

短距離走行車は
大きく減税

複数保有しやすい

CO2規制をクリアできる

定員の多い
大型車

2台保有は維持費負担大

走行
距離
課税

小型車が売れる

販売台数が増える

ユーザーの燃料費負担が減る

自動車メーカーに
メリット②
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まとめ
● 公共交通衰退の最大の原因は、車使用時費用が安いこと

● 車使用時費用（燃料費）は鉄道運賃の約1/3以下で、30年前に比べて約1/4

● 車と公共交通の使用時費用の差を解消するには、車費用を上げる方が良い

● 反対を減らすには、車費用の定額部分を走行距離で従量化すべき

● 自動車税と保険を平均中心で従量化すれば、車使用時費用が鉄道の1.5倍になる

● モデルケースにおける茨城の車ユーザーの負担増は、自動車税だけで全体の0.7％、
保険と合わせても2.4%で、総額は東京より大幅に安い

● 最適な自動車税制は、走行距離 [ km/年 ]　✖　車種ごとの税率 [ 円/km・年 ]

● 自動車保険料を、走行距離1kmごとの従量制にすべき

● 駐車場料金の割引・無料は不当な利益供与であり、禁止すべき

● 高速道路料金を走行距離課税に置き換えれば、交通事故や渋滞が減り、短距離公共
交通利用者が増える



私達がやるべきこと

● 自動車税制の従量化

● 自動車保険料の従量化

● 駐車場料金の割引・無料禁

止

要望を関係機関に数多く届ける

小売店団体

地方自治体

損保会社

省庁 政党

etc.

大手企業経済団体

損保団体



● 首相官邸

● 総務省

● 内閣府

● 国土交通省

● 財務省

● 経済産業省

● 自由民主党

● 公明党

● 国土交通大臣

● 日本自動車会議所

一人一人の思いを、たくさん届けましょう
Webメッセージ、メール、電話、手紙

● 経団連

● 経済同友会

● 日本商工会議所

● ショッピングセンター協会

● 日本百貨店協会

● 日本損害保険協会

● 東京海上日動

● 損保ジャパン

● 三井住友海上

● あいおいニッセイ同和損保

● 各都道府県、市町村

主な関係先（Webページリンク）

https://www.kantei.go.jp/jp/forms/goiken_ssl.html
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/hyouka/soudan.html
https://form.cao.go.jp/souki/opinion-0001.html
https://www.mlit.go.jp/hotline/u_hotline_1503.html
https://www2.mof.go.jp/enquete/ja/index.php
https://mm-enquete-cnt.meti.go.jp/form/pub/honsyo03/meti_toiawase
https://ssl.jimin.jp/m/contacts
https://www.komei.or.jp/contact/
https://www.saitotetsuo.com/contact/
https://www.aba-j.or.jp/contact/
https://www.keidanren.or.jp/contact.html
https://www.doyukai.or.jp/about/access.html
https://www.jcci.or.jp/about/toiawase.html
https://reg18.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=qel-mfkbp-a6bb55e9811e76f847e18d6326e5499e
https://www.depart.or.jp/access/
https://www.sonpo.or.jp/about/efforts/adr/index.html
https://doc-req.tokiomarine-nichido.co.jp/ht1711/SoudanServlet01?gofuman=1&_ga=2.155300795.1659732897.1690358402-380671044.1690358402
https://entry.sompo-japan.dga.jp/cs_complaint_inquiry/consent/?_gl=1*d5qe19*_ga*MTkxODE2MzY2MC4xNjkwMzU4NjM2*_ga_LMBXSTE84S*MTY5MDM1ODYzNi4xLjEuMTY5MDM1ODYzOS41Ny4wLjA.*_ga_8DK236Y8HY*MTY5MDM1ODYzNi4xLjEuMTY5MDM1ODY2OS4yNy4wLjA.*_ga_0XQTQ9690N*MTY5MDM1ODYzNi4xLjEuMTY5MDM1ODY0MC41Ni4wLjA.*_ga_SG49WFN9ZV*MTY5MDM1ODYzNi4xLjEuMTY5MDM1ODYzOS4wLjAuMA..*_ga_PEB5PSEZ1F*MTY5MDM1ODYzNi4xLjEuMTY5MDM1ODYzOS41Ny4wLjA.&_ga=2.16848057.1459193952.1690358637-1918163660.1690358636
https://www.faq.ms-ins.com/app/ask_req#rn_InputAreaHeadTop
https://www.aioinissaydowa.co.jp/contact/
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